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急傾斜の山肌で遊歩道をつくるメンバーたち

しヽ

す
で
に

「
古
岩
久
保
」
参
道
復
活
を

深
山
幽
谷
の
霊
場
を
名
所
に

諏
訪
市
四
賀
地
区
普
門
寺
の
有

志
で
つ
く
る
東
山
地
域
里
山
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
伊
藤
為
幸
リ

ー
ダ
ー
）
は
、
地
区
東
側
の
山
腹

に
あ
る
、
古
墳
時
代
中
頃
の
洞
穴

遺
跡
で
か
つ
て
観
音
堂
が
あ
っ
た

「
吉
石
久
保
」
へ
の
参
道
を
お
よ

そ
1
0
0
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
、

一
帯
に
遊
歩
道
を
新
た
に
巡
ら
せ

る
取
り
組
み
に
着
手
し
た
。
今
秋

完
工
し
た
採
石
場
跡
地
の
公
園
化

に
続
く
新
た
な
作
業
の
舞
台
は

「
深
山
幽
谷
の
霊
場
」
。
今
月
1
日

に
は
、
急
傾
斜
の
足
元
を
探
り
な

が
ら
遊
歩
道
の
ル
ー
ト
を
定
め
て

綱
を
張
る
作
業
に
拝
し
た
。

霧
ヶ
峰
へ
通
じ
る
県
道
の
途
中

を
沢
沿
い
に
登
り
つ
め
た
山
頂
近

く
（
標
高
約
1
0
5
0
㍍
）
に
あ
け
、

火
山
性
の
凝
灰
岩
が
集
塊
し
た
断

崖
の
洞
穴
の
中
に
は
こ
ら
や
多
様

な
石
像
仏
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

上
方
の
石
窟
か
ら
は
か
つ
て
の

調
査
で
鉄
の
や
じ
り
や
人
骨
、
土

器
の
破
片
、
石
や
ガ
ラ
ス
の
玉
多

数
が
出
土
し
て
お
り
、
四
賀
村
誌

に
は
「
古
墳
時
代
中
期
の
特
別
な

人
物
の
風
葬
墳
墓
で
あ
ろ
う
」
と

の
記
述
も
あ
る
。
ま
た
、
開
創
時

期
は
不
明
だ
が
江
戸
時
代
ま
で
は

観
世
音
菩
薩
を
ま
つ
る
お
堂
が
あ

彗
修
験
者
の
修
業
場
で
も
あ
っ

た
と
伝
わ
る
。

地
元
民
に
と
っ
て
は
「
か
つ
て

は
子
ど
も
の
遊
び
場
だ
っ
た
と
い

う
が
、
区
民
の
足
が
遠
の
い
た
今
は

ま
さ
に
〝
秘
境
″
。
採
石
場
の
幕
岩

公
園
と
は
地
質
も
趣
き
も
全
然
違

い
、
幽
玄
の
地
」
（
伊
藤
さ
ん
）
だ
。

今
回
の
作
業
で
は
消
え
か
か
っ

て
い
た
県
道
か
ら
の
参
道
（
約
3

0
0
星
を
幅
2
㍍
に
広
げ
て
整

地
。
断
崖
を

億
す
雑
木
を

切
り
払
っ
た

と
こ
ろ
、
厳

か
な
洞
穴
風

景
が
見
晴
ら

せ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
計
画
で
は

山
頂
、
山
腹

を
北
へ
約
8

0
0
㍍
縦
走

整
備
を
終
え

た
採
石
場
跡

地
「
幕
岩
公

園
」
へ
つ
な

が
る
遊
歩
道

1
た
ち
は
「
作
業
の
た
び
に
死
に

そ
う
な
思
い
で
山
を
登
る
」
と
明

か
し
つ
つ
、
「
難
所
の
作
業
だ
が
、

、
ま
た
新
た
な
名
所
を
作
り
、
東
山

藩
を
神
秘
的
な
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
人
で
に
ぎ
わ
う
エ
リ
ア

に
も
た
い
」
（
伊
藤
さ
ん
）
と
意
気

を
新
た
に
作
る
。
と
は
い
え
現
地

は
、
落
ち
葉
に
足
を
取
ら
れ
れ
ば

数
十
メ
ー
ト
ル
転
が
り
落
ち
る
急

傾
斜
地
。
メ
ン
バ
ー
は
時
に
四
つ

ん
這
い
で
斜
面
を
登
り
降
り
し
な

が
ら
、
作
業
を
進
め
て
い
る
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名
所
整
備

は
2
年
日
で
2
カ
所
目
。
メ
ン
バ

、ノ．

込
ん
で
い
る
。
（
日
比
野
真
由
美
）

■


